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　虚偽記載をしてチラシをまき、市議の議会倫理条例に違反したと決めつけ、
言論弾圧を行った。
　昨年以来、マスコミ等を通して仰々しく私の名誉と社会的信用を失墜させ
ることを意図して『イジメ』を展開してきたのです。
　元来、私は『イジメ』は大嫌いだし、『イジメ』をやる輩も断じて許せない。
現市政をハコモノ行政と断言し、行政批判を機関紙に展開してきた。そして
その中に誤報個所を発見し、今回の一連の騒動の発端となったのです。
この件に関しては全員協議会の冒頭に陳謝して決着済みにもかかわらずである。
　人から指図されて動く議員、自分の信念で動く議員それぞれです。
私は後者の議員でありたいと思っています。
理不尽な政治弾圧に対決していくのは公人として当然の行動です。
　先頃のマスコミ報道等においてご承知の通り、下記の議員名で議員を辞め
ろという意見書が送付されてきた。
提案議員名　೐๜჈੼Ć೐๜ᅂێᇾ
賛同議員名　ۈ௫ൗৠĆఝൗ࢏Ćর୥ᅺৗ࿧Ćழᆹ౷஧Ćழද౸ێĆᄢ๜ౖ࿧Ć
ۗ໤࢏ᅂĆۗ໤৕ට（順不同）
　ૐɉȭȠȱȹ࿤ຎɄడȱ໴ɦɅɉ೔ȩ୦ȠૃڷɉɄȞă
同時に一連の不当な弾圧には司法の場に提訴し、徹底して事の是々非々を明
らかにしていく決意です。
　すでにこの間の経緯については多くの他市町の議員有志の熟知していると
ころであり、これ以上大田原市議会の品格のなさを世間にさらけ出させるこ
とは本意ではないが、大田原市民に、これまでの経緯を明らかにすると共に
大田原市民に事の是非の判断を仰ぐものです。
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　昨年11月から、その都度、議長から処分が送付通知され、今年の六月いっ
ぱい自粛処分された。
　その理由は釈明・陳謝がないからという事らしいが、昨年の倫理委員会か
ら始まる百条委員会設置そのものが不当なものと断定する私としては何ら議
会に釈明・陳謝などは一切考慮の範疇外のものです。

　市民から負託された議会議員としての権利をはく奪したという事実は職権
の乱用であり、議会制度に対する重大な背信行為と言わざるを得ない。
　私への公務自粛処分は約8カ月間に及ぶものであり、日本広しといえども大
田原市議会だけのものであり、他に前例はありません。
　これを見ても異常な議会であり、市民の民意などは全く反映されない議会
になってしまう恐れを心配しています。
　私は敢えて司法の場にこの事件の是々非々に判断を仰ぐ事にした。
そして現在、司法の場で係争中です。
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　［補足］
市民の皆様に一部訂正、屯田兵通信11号で記念樹の森事業で用地買収済みと記述しましたが
買収はしておりませんでしたので、お詫びして訂正します。

【編集後記】
　市議会議員として１年7カ月経過しようとしています。
議会のあるべき姿を追求してきた結果がこの間の一連の騒動ともなった要因
なのではないか。
　近隣市町の有志議員から、かつては大田原市議会の先進的議会運営は一種
のあこがれの的であった。しかし最近の大田原市議会を見ていると大田原市
議会議員でなくて良かったという声を聞きます。
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他方私たちを取り巻く経済環境も日々悪化し、悲鳴にも近い嘆きの声があま
た飛び交つている。
かかる状況を再認識し、政策提言しつつ行政執行部を厳しく監視していきます。
皆さんのご意見をドシドシ寄せてください。
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　虚偽記載をしてチラシをまき、市議の議会倫理条例に違反したと決めつけ、
言論弾圧を行った。
　昨年以来、マスコミ等を通して仰々しく私の名誉と社会的信用を失墜させ
ることを意図して『イジメ』を展開してきたのです。
　元来、私は『イジメ』は大嫌いだし、『イジメ』をやる輩も断じて許せない。
現市政をハコモノ行政と断言し、行政批判を機関紙に展開してきた。そして
その中に誤報個所を発見し、今回の一連の騒動の発端となったのです。
この件に関しては全員協議会の冒頭に陳謝して決着済みにもかかわらずである。
　人から指図されて動く議員、自分の信念で動く議員それぞれです。
私は後者の議員でありたいと思っています。
理不尽な政治弾圧に対決していくのは公人として当然の行動です。
　先頃のマスコミ報道等においてご承知の通り、下記の議員名で議員を辞め
ろという意見書が送付されてきた。
提案議員名　JKLMNJKOPQ
賛同議員名　R8STNUSVNWXYZ[N\]^_N\`aPNbKc[N
deVONdefg（順不同）
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同時に一連の不当な弾圧には司法の場に提訴し、徹底して事の是々非々を明
らかにしていく決意です。
　すでにこの間の経緯については多くの他市町の議員有志の熟知していると
ころであり、これ以上大田原市議会の品格のなさを世間にさらけ出させるこ
とは本意ではないが、大田原市民に、これまでの経緯を明らかにすると共に
大田原市民に事の是非の判断を仰ぐものです。
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　昨年11月から、その都度、議長から処分が送付通知され、今年の六月いっ
ぱい自粛処分された。
　その理由は釈明・陳謝がないからという事らしいが、昨年の倫理委員会か
ら始まる百条委員会設置そのものが不当なものと断定する私としては何ら議
会に釈明・陳謝などは一切考慮の範疇外のものです。

　市民から負託された議会議員としての権利をはく奪したという事実は職権
の乱用であり、議会制度に対する重大な背信行為と言わざるを得ない。
　私への公務自粛処分は約8カ月間に及ぶものであり、日本広しといえども大
田原市議会だけのものであり、他に前例はありません。
　これを見ても異常な議会であり、市民の民意などは全く反映されない議会
になってしまう恐れを心配しています。
　私は敢えて司法の場にこの事件の是々非々に判断を仰ぐ事にした。
そして現在、司法の場で係争中です。
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　［補足］
市民の皆様に一部訂正、屯田兵通信11号で記念樹の森事業で用地買収済みと記述しましたが
買収はしておりませんでしたので、お詫びして訂正します。

【編集後記】
　市議会議員として１年7カ月経過しようとしています。
議会のあるべき姿を追求してきた結果がこの間の一連の騒動ともなった要因
なのではないか。
　近隣市町の有志議員から、かつては大田原市議会の先進的議会運営は一種
のあこがれの的であった。しかし最近の大田原市議会を見ていると大田原市
議会議員でなくて良かったという声を聞きます。
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他方私たちを取り巻く経済環境も日々悪化し、悲鳴にも近い嘆きの声があま
た飛び交つている。
かかる状況を再認識し、政策提言しつつ行政執行部を厳しく監視していきます。
皆さんのご意見をドシドシ寄せてください。


